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研究成果の概要（和文）：本研究は、人工内耳装用児の音韻意識の発達と中央実行系という非言語能力およびリ
ズム知覚を取りあげた。検査は、音韻課題、抑制課題、シフティング課題、更新機能課題、リズム知覚を実施し
た。
　結果から、人工内耳装用児の音韻意識の発達に中央実行系の機能の関与が示された。先行研究では、音韻意識
の発達に関して音韻ループの機能との関与が指摘され、その関係性について研究結果の一致を見なかった。本研
究によって実行機能が音韻意識の発達に関与することが明らかとなり、今後、このモデルの妥当性の更なる検討
の必要性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study examined the relationship among development of the phonological 
awareness,
 executive functions and rhythm perception of children with  cochlear implant. 
The result shows that executive functions are involved in the development of phonological awareness 
in children with cochlear implants. In previous researches, the relationship between the development
 of phonological awareness and the function of phonological loops was controversial. This study 
revealed that executive functions are involved in the development of phonological awareness, 
suggesting the need for further study of the validity of this model.

研究分野： 聴覚障害児教育心理学
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで、聴覚障害児の音韻意識の発達に要因として、音韻ループの機能が関与するか否かににつては議論があ
った。本研究の結果により、実行機能も音韻意識の発達関連要因であることが明らかないなり、今後、聴覚障害
児の音韻意識の発達メカニズムの検討において、実行機能を加えることの必要性と音韻ループの関与の検討にお
いても、実行機能の能力を統制することの重要性が示された。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
子どもが文字を使って正しく読み書きできるようになるには、文字表記と音韻の対応規

則を理解しなければならない。この能力を音韻意識といい、音韻意識の習得は、かな文字
習得の前提条件とされ、また読みの能力を説明する要因のひとつとされている(天野，1988)。 
読み書き能力の発達が健聴児と比較して遅滞が見られる聴覚障害児について、彼らの音

韻意識の発達を検討することは重要である。聴覚障害児の音韻意識に関する研究は、聴覚
障害児も音韻意識を習得することが可能であるものの、その発達は健聴児よりも遅れる者
が多く、このことが文字習得や読みの発達の遅れの一要因となっていることが内外におい
て報告されてきた(天野, 1988; 齋藤,1978; Hanson ＆ Fowler, 1987）。 
近年、人工内耳を早期より装用する聴覚障害児が増加し、補聴器装用児と比較した場合

の聴取能の改善が報告されている。聴覚障害児の音韻意識の発達は、聞こえの程度と関連
することから、人工内耳が聴覚障害児の音韻意識の発達に影響を与えていることが考えら
れる。このことについて、人工内耳装用児の音韻意識の発達は、健聴児同様の順調な発達
を示すものの、特殊音節の音韻分析の発達においては、補聴器装用児と同様の発達の遅れ
を示すものが存在することが確認されている（長南・斎藤, 2006）。人工内耳装用児の音韻
意識の発達に見られる個人差には、人工内耳の装用期間などの障害補償環境や習得語彙数
などの言語的知識量に加え、ワーキングメモリの容量という認知能力の関与が考えられて
いる（長南, 2011）。また近年、抑制機能、シフティング機能、更新機能の 3 領域から構成
（）される中央実行系の関与の可能性が指摘されている。そこで、本研究では、人工内耳
装用児の音韻意識の発達における関連要因について、先行研究で取りあげられなかった中
央実行系の機能に着目した。加えて、言語獲得に関連が伺われるリズム知覚の関与の有無
も検討することとした。これは日本語が、モーラリズムの言語であることから、日本語の
音韻分析においては、モーラリズムを獲得していることが必要とされ、モーラリズムの獲
得にリズム知覚能力の関与が考えられるからである。 
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２．研究の目的 
本研究は、人工内耳装用児の音韻意識の発達に関与する要因を明らかにするために、中

央実行系とリズム知覚を取りあげ、その関連性の検討を目的とした。また、聴覚障害児の
実行機能の発達についても検討することとした。 

 
３．研究の方法 
 方法として、音韻意識の発達の測定には、直単音と特殊音節で構成される名詞20語の音韻
分解課題と直単音5音節で構成される名詞2語の音節抽出課題を用いた。課題の結果は得点
化された。中央実行系の能力の測定において抑制機能は晴れ雨ストループ課題（中道, 2009）、
シフティング機能は聴覚障害児用に試作したレタ―・ピクチャー課題、更新機能は２－ｂ
ａｃｋ課題（Huizinga et al., 2006）を用いた。レタ―・ピクチャー課題については、内
的妥当性が示され、聴覚障害児に対して信頼性を有することが確認された。リズム知覚は、
健聴幼児を対象に実施された課題を基に、聴覚障害児用検査を作成、実施した。 
 
４．研究成果 
各変数の相関係数を求めたところ、音韻意識課題に対して２－ｂａｃｋ課題と有意な相

関が見られた。 
結果から、人工内耳装用児の音韻意識の発達に中央実行系の機能の関与が示された。特

に音韻的情報の更新機能との関連が示されたことから、音韻意識の発達には、聴覚的情報
の保持のみならず、情報の更新能力の向上の重要性が示唆された。音韻課題においては、
ターゲットとなる音節の処理を終え、次のターゲットである音節に注意を向け、情報をア
ップデートする必要がある。これらのことから、中央実行系の機能と音韻課題の更新機能
に関与を示したものと考えられる。 
また先行研究では、音韻意識の発達と音韻ループの機能との関係には、議論の一致を見

ていない。本研究によって実行機能が音韻意識の発達に関与することが明らかとなり、こ
の機能を視野に含め、実行機能を統制した音韻意識の発達研究デザインによって、音韻意



識と音韻ループの機能の関係が明らかになるもと思われる。 
加えて、音韻意識の発達に困難を示す人工内耳装用児の音韻分析の実態を中央実行系の

検査結果から推察できることも明らかとなったことから、長南（2011）で観察された、音
韻意識の形成不全群に対する形成的関与の方法の示唆につながるものと思われる。具体的
には、中央実行系の能力向上を含めた音韻意識の指導プログラムの構成をすることであり、
その成果の検討が必要である。 
なお、リズム知覚が音韻意識の発達に関連を示さなかったことについては、リズム知覚

課題が、モーラリズムの獲得を反映していたかどうかの検討が必要であり、音韻意識の発
達とリズム知覚の関連については、課題の妥当性を含めて、今後検討することが求められ
る。 
また、聴覚障害児の実行機能については、児童期段階において、抑制機能、シフティン

グ機能、更新機能の 3 領域が出現し、加齢に応じて発達することも示された。この点は、
健聴児と同様であった（森口, 2008）が、3 領域の中では、更新機能の発達が遅れ、今後
その理由の検討が必要であろう。 
本研究の課題としては、中央実行系の 3 領域の測定について、各領域について 1 課題を

用いている点が挙げられる。実行機能については、１つの領域を 1つの課題で測定した場
合、測定領域以外の領域の機能も結果に作用する可能性があることを斎藤・三宅（2014）
は指摘している。今後、実行機能の測定においては、各領域で複数の課題を実施する必要
であり、その際に、聴覚障害児に対して信頼性と妥当性を有する検査の開発も課題となる。 
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